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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　橋軸方向に配置された主桁と、前記主桁に設置された鋼床版パネルとを有し、

　前記鋼床版パネルは、鋼板、橋軸方向の縦リブおよび橋軸方向に対して垂直方向の横リ

ブを具備し、

　前記縦リブは矩形状の平板で、前記縦リブの上端面が前記鋼板に溶接接続され、

　前記横リブは、平板状の横リブウェブおよび前記横リブウェブの下端縁に設けられた横

リブ下フランジを具備する断面Ｔ字状の鋼材で、前記横リブウェブに矩形状のスリットが

形成され、

　前記スリットに前記縦リブが侵入し、前記スリットと前記縦リブとの交差部において前

記縦リブの両側面および下端面が前記横リブウェブに溶接接続され、かつ、前記横リブウ

ェブの上端面が前記鋼板に溶接接続され、

　前記主桁は、平板状の主桁ウェブと前記主桁ウェブの両端にそれぞれ設けられた主桁上

フランジおよび主桁下フランジとを具備した断面Ｈ字状に圧延された鋼材で、前記主桁ウ

ェブ、前記主桁上フランジおよび前記主桁下フランジを接続する主桁スティフナーを具備

し、

　前記鋼板は前記主桁上フランジにボルト／ナットによって接続され、

　前記横リブ下フランジは、前記主桁ウェブにスプリット・ティーを介してボルト／ナッ

トによって接続され、

　前記横リブウェブは、前記主桁スティフナーにスプライスプレートを介してボルト／ナ
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ッ ト に よ っ て 接 続 さ れ て い る 鋼 床 版 イ ン ス タ ン ト 橋 。

【 請 求 項 ２ 】

　 平 板 状 の 支 持 材 ウ ェ ブ と 、 前 記 支 持 材 ウ ェ ブ の 両 端 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ た 支 持 材 上 フ ラ

ン ジ お よ び 支 持 材 下 フ ラ ン ジ と 、 前 記 支 持 材 ウ ェ ブ 、 前 記 支 持 材 上 フ ラ ン ジ お よ び 支 持 材

下 フ ラ ン ジ を 接 続 す る 支 持 材 ス テ ィ フ ナ ー と を 具 備 す る 鋼 床 版 支 持 材 を 有 し 、

　 前 記 鋼 板 と 前 記 主 桁 上 フ ラ ン ジ と の 接 続 に 代 え て 、 前 記 鋼 板 は 前 記 支 持 材 上 フ ラ ン ジ に

ボ ル ト ／ ナ ッ ト に よ っ て 接 続 さ れ 、 前 記 主 桁 上 フ ラ ン ジ は 前 記 支 持 材 下 フ ラ ン ジ に ボ ル ト

／ ナ ッ ト に よ っ て 接 続 さ れ 、

　 前 記 横 リ ブ ウ ェ ブ は 、 前 記 支 持 材 ス テ ィ フ ナ ー に ス プ ラ イ ス プ レ ー ト を 介 し て ボ ル ト ／

ナ ッ ト に よ っ て 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 鋼 床 版 イ ン ス タ ン ト 橋 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 縦 リ ブ と 前 記 横 リ ブ と を 溶 接 接 続 す る 溶 接 線 の 溶 接 始 端 お よ び 溶 接 終 端 は 、 前 記 縦

リ ブ の 一 方 の 側 面 お よ び 他 方 の 側 面 に そ れ ぞ れ 位 置 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は

２ 記 載 の 鋼 床 版 イ ン ス タ ン ト 橋 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 縦 リ ブ と 前 記 横 リ ブ と を 溶 接 接 続 す る 溶 接 線 と 、 前 記 縦 リ ブ と 前 記 鋼 板 と を 溶 接 接

続 す る 溶 接 線 と 、 前 記 横 リ ブ と 前 記 鋼 板 と を 溶 接 接 続 す る 溶 接 線 と は 、 交 差 す る こ と を 特

徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 鋼 床 版 イ ン ス タ ン ト 橋 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 鋼 床 版 イ ン ス タ ン ト 橋 、 特 に 、 縦 リ ブ お よ び 横 リ ブ に よ っ て 補 剛 さ れ た 鋼 床 版

パ ネ ル を 具 備 す る 鋼 床 版 イ ン ス タ ン ト 橋 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 日 本 に は 約 ７ ２ 万 橋 の 橋 梁 が あ り 、 そ の 約 ７ ４ ％ は 橋 長 が ２ ｍ 以 上 １ ５ ｍ 未 満 で あ る （

以 下 、 か か る 橋 長 の 橋 梁 を 「 小 支 間 橋 梁 」 と 称 す ） 。 小 支 間 橋 梁 は 、 橋 軸 に 対 し て 平 行 に

配 置 さ れ た 主 桁 に 床 版 （ 床 板 と 称 す 場 合 が あ る ） が 設 置 さ れ る も の で あ っ て 、 床 版 に は 主

に 鋼 材 か ら な る 鋼 床 版 、 主 に コ ン ク リ ー ト か ら な る コ ン ク リ ー ト 床 版 、 鋼 材 お よ び コ ン ク

リ ー ト か ら な る 合 成 床 版 が あ る 。 以 下 、 鋼 床 版 を 有 す る 橋 梁 を 「 鋼 床 版 橋 」 と 、 コ ン ク リ

ー ト 床 版 を 有 す る 橋 梁 を 「 コ ン ク リ ー ト 床 版 橋 」 と 、 合 成 床 版 を 有 す る 橋 梁 を 「 合 成 床 版

橋 」 と そ れ ぞ れ 称 す 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 鋼 床 版 を 形 成 す る 鋼 板 （ デ ッ キ プ レ ー ト に 同 じ ） は 、 主 桁 に 対 し て 平 行 に 配 置 さ れ た 縦

リ ブ （ 縦 梁 と 称 す 場 合 が あ る ） と 、 主 桁 に 対 し て 垂 直 （ 以 下 「 橋 幅 方 向 」 と 称 す ） に 配 置

さ れ た 横 リ ブ （ 横 梁 と 称 す 場 合 が あ る ） と に よ っ て 補 剛 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 鋼 板 の 下

面 に 縦 リ ブ お よ び 横 リ ブ が 溶 接 接 続 さ れ 、 さ ら に 、 縦 リ ブ と 横 リ ブ と の 交 差 部 （ 以 下 「 リ

ブ 交 差 部 」 と 称 す ） も 溶 接 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 鋼 板 の 上 面 に 、 ア ス フ ァ ル ト 等 の 舗

装 が 施 さ れ る も の で あ る 。

　 一 方 、 合 成 床 版 は 、 こ れ を 形 成 す る 鋼 板 の 上 面 に コ ン ク リ ー ト が 敷 設 さ れ る も の で あ っ

て 、 該 鋼 板 は 鋼 床 版 と 同 じ よ う に 縦 リ ブ お よ び 横 リ ブ に よ っ て 補 剛 さ れ る こ と が あ る 。 こ

の と き 、 縦 リ ブ お よ び 横 リ ブ は コ ン ク リ ー ト 中 に 埋 設 さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 縦 リ ブ は 、 閉 塞 空 間 を 形 成 す る 台 形 状 の Ｕ リ ブ 等 と 、 閉 塞 空 間 を 形 成 し な い バ ル ブ リ ブ

や 平 リ ブ 等 に 大 別 さ れ る 。 Ｕ リ ブ は 、 台 形 の 斜 辺 に 相 当 す る 側 面 と 台 形 の 上 辺 に 相 当 す る

下 面 と を 有 す る 鋼 材 で あ っ て 、 側 面 の 上 側 縁 （ 下 面 と は 反 対 側 の 側 縁 ） が 鋼 板 に 溶 接 接 続

さ れ 、 断 面 台 形 状 の 閉 塞 空 間 を 形 成 す る 。

　 横 リ ブ は 断 面 Ｔ 字 状 で あ っ て 、 ウ ェ ブ の 一 方 の 側 縁 （ 上 側 縁 ） が 鋼 板 に 溶 接 接 続 さ れ 、

他 方 の 側 縁 （ 下 側 縁 ） に フ ラ ン ジ を 具 備 す る 。 そ し て 、 ウ ェ ブ に は 縦 リ ブ が 侵 入 可 能 な 台

形 状 の 切 り 欠 き 部 が 形 成 さ れ 、 リ ブ 交 差 部 （ 切 り 欠 き 部 ） に お い て Ｕ リ ブ の 両 側 面 は 横 リ

10

20

30

40

50



(3) JP  6861431  B2  2021.4.21

ブ に 溶 接 接 続 さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 な お 、 切 り 欠 き 部 の 最 奥 に は 「 下 部 ス カ ラ ッ プ 」 が 設 け ら れ て い る 。 こ の た め 、 Ｕ リ ブ

と 横 リ ブ と の 溶 接 線 は 鋼 板 （ デ ッ キ プ レ ー ト ） と 下 部 ス カ ラ ッ プ と の 間 に 形 成 さ れ 、 一 方

の 側 面 側 の 溶 接 線 と 他 方 の 側 面 側 の 溶 接 線 と は 下 部 ス カ ラ ッ プ を 挟 ん で 離 隔 し て い る 。 す

な わ ち 、 Ｕ リ ブ の 下 面 と 切 り 欠 き 部 の 最 奥 と の 間 に は 隙 間 が 形 成 さ れ 、 Ｕ リ ブ と 横 リ ブ と

の 溶 接 線 は 「 溶 接 端 点 （ 溶 接 始 端 お よ び 溶 接 終 端 を 「 溶 接 端 点 」 と 称 す ） 」 を 有 し て い る

。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 一 方 、 平 リ ブ は 平 板 で あ っ て 、 こ の と き 、 横 リ ブ に は 該 平 板 が 挿 入 可 能 な 矩 形 状 の ス リ

ッ ト が 形 成 さ れ 、 ス リ ッ ト の 口 元 に は 「 上 部 ス カ ラ ッ プ 」 が 設 け ら れ 、 ス リ ッ ト の 最 奥 に

は 「 下 部 ス カ ラ ッ プ 」 が 設 け ら れ て い る 。

　 そ し て 、 平 リ ブ の 上 端 縁 が 鋼 板 に 溶 接 接 続 さ れ た 状 態 で 、 平 リ ブ は 横 リ ブ の ス リ ッ ト に

侵 入 し て 、 リ ブ 交 差 部 に お い て 平 リ ブ の 一 方 の 側 面 が 横 リ ブ に 溶 接 接 続 さ れ 、 平 リ ブ の 他

方 の 側 面 と 横 リ ブ と の 間 に 隙 間 が 形 成 さ れ る 。

　 こ の た め 、 平 リ ブ と 横 リ ブ と の 溶 接 線 は 一 方 の 側 面 の み に お い て 、 上 部 ス カ ラ ッ プ と 下

部 ス カ ラ ッ プ と の 間 に 形 成 さ れ 、 溶 接 端 点 を 有 し て い る 。 ま た 、 上 部 ス カ ラ ッ プ に お い て

、 平 リ ブ と 横 リ ブ と の 溶 接 線 は 、 平 リ ブ と 鋼 板 と の 溶 接 線 か ら 離 隔 し 、 横 リ ブ と 鋼 板 と の

溶 接 線 か ら も 離 隔 し て い る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 鋼 床 版 に は 、 走 行 す る 車 両 に よ る 複 雑 な 荷 重 （ 以 下 「 輪 荷 重 」 と 称 す ） が 繰 り 返 し 作 用

す る た め 、 鋼 板 に は 複 雑 な 曲 げ モ ー メ ン ト が 繰 り 返 し 発 生 す る こ と に な る 。 こ の と き 、 縦

リ ブ は 鋼 板 を 橋 軸 方 向 に 補 剛 し て 主 に 橋 軸 方 向 の 応 力 が 発 生 し 、 横 リ ブ は 鋼 板 を 橋 幅 方 向

に 補 剛 し て 主 に 橋 幅 方 向 の 応 力 が 発 生 す る た め 、 リ ブ 交 差 部 に は 縦 リ ブ の 変 形 お よ び 横 リ

ブ の 変 形 の 両 方 が 集 積 し て 極 め て 複 雑 な 局 部 変 形 が 生 じ 、 集 中 し た 局 部 応 力 が 生 じ る 。

　 さ ら に 、 縦 リ ブ は 、 前 記 の よ う な リ ブ 交 差 部 に お け る 溶 接 接 続 の 形 態 に よ っ て 、 局 部 応

力 の 集 中 が 一 層 複 雑 さ を 増 し て い る 。 こ の た め 、 鋼 床 版 橋 は 、 特 に 溶 接 端 点 に お い て 疲 労

亀 裂 が 発 生 す る 傾 向 に あ り 、 か か る 疲 労 亀 裂 の 発 生 を 抑 制 し よ う と す る 発 明 が 開 示 さ れ て

い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ３ － ２ ４ ５ ４ ５ ９ （ 第 ６ － ８ 頁 、 図 ５ ）

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 発 明 （ 鋼 床 版 及 び こ れ を 備 え た 鋼 床 版 橋 ） に お い て 、 鋼 床 版 は

、 Ｕ リ ブ と 、 Ｕ リ ブ が 侵 入 可 能 な 台 形 状 の 切 り 欠 き 部 が ウ ェ ブ に 形 成 さ れ た 横 リ ブ と を 有

し 、 切 り 欠 き 部 の 最 奥 に 連 続 し て 下 部 ス カ ラ ッ プ が 設 け ら れ て い る 。

　 ま た 、 切 り 欠 き 部 の 最 奥 （ 台 形 の 上 辺 に 相 当 す る 下 縁 ） に 連 続 し て 、 切 り 欠 き 部 の 側 縁

（ 台 形 の 斜 辺 に 相 当 す る ） に 平 行 な 湾 曲 部 が 形 成 さ れ 、 切 り 欠 き 部 の 奥 側 の 所 定 範 囲 と 湾

曲 部 と の 間 に は 、 略 短 冊 状 の 細 幅 部 材 が 形 成 さ れ て い る 。

　 し た が っ て 、 Ｕ リ ブ は リ ブ 交 差 部 に お い て 切 り 欠 き 部 の 口 元 側 で は 横 リ ブ の ウ ェ ブ に 溶

接 接 続 さ れ 、 切 り 欠 き 部 の 奥 側 で は 細 幅 部 材 に 溶 接 接 続 さ れ て い る か ら 、 か か る 溶 接 線 は

、 Ｕ リ ブ と 鋼 板 と の 溶 接 線 に 連 続 し て い る （ 重 な っ て い る ） も の の 、 細 幅 部 材 の 下 端 部 に

お い て 下 部 ス カ ラ ッ プ に 面 し た 溶 接 端 点 を 有 す る 。

　 そ う す る と 、 細 幅 部 材 （ 特 に 奥 側 ） は ウ ェ ブ に 比 較 し て 剛 性 が 低 く 、 変 形 が 容 易 で あ る

た め 、 溶 接 端 点 に お け る 応 力 集 中 が 緩 和 さ れ る こ と か ら 、 溶 接 端 点 に お け る 疲 労 亀 裂 の 発

生 が 抑 制 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ０ 】
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　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 発 明 は 、 リ ブ 交 差 部 に お い て 下 部 ス カ ラ ッ プ に

面 し た 溶 接 端 点 が 形 成 さ れ る た め 、 溶 接 端 点 か ら 溶 接 亀 裂 が 発 生 す る と い う 問 題 が あ っ た

。

　 ま た 、 閉 塞 空 間 を 形 成 す る こ と か ら 、 片 面 溶 接 に な る た め 、 全 肉 厚 に 渡 っ て 溶 け 込 ま な

い お そ れ が あ り 、 Ｕ リ ブ と 横 リ ブ と の 溶 接 線 か ら 疲 労 亀 裂 が 発 生 す る と い う 問 題 が あ っ た

。

　 ま た 、 横 リ ブ は 主 桁 に 溶 接 接 続 さ れ て い る た め 、 架 け 替 え や 新 規 設 置 の 際 、 施 工 期 間 が

長 く な る と い う 問 題 が あ っ た 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 は 、 か か る 問 題 を 解 消 す る も の で あ っ て 、 リ ブ 交 差 部 に お け る 溶 接 線 か ら の 疲 労

亀 裂 の 発 生 を 抑 制 可 能 お よ び 施 工 期 間 を 短 縮 可 能 な 鋼 床 版 イ ン ス タ ン ト 橋 を 提 供 す る こ と

に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 （ １ ） 本 発 明 に 係 る 鋼 床 版 イ ン ス タ ン ト 橋 は 、 橋 軸 方 向 に 配 置 さ れ た 主 桁 と 、 前 記 主 桁

に 設 置 さ れ た 鋼 床 版 パ ネ ル と を 有 し 、

　 前 記 鋼 床 版 パ ネ ル は 、 鋼 板 、 橋 軸 方 向 の 縦 リ ブ お よ び 橋 軸 方 向 に 対 し て 垂 直 方 向 の 横 リ

ブ を 具 備 し 、

　 前 記 縦 リ ブ は 矩 形 状 の 平 板 で 、 前 記 縦 リ ブ の 上 端 面 が 前 記 鋼 板 に 溶 接 接 続 さ れ 、

　 前 記 横 リ ブ は 、 平 板 状 の 横 リ ブ ウ ェ ブ お よ び 前 記 横 リ ブ ウ ェ ブ の 下 端 縁 に 設 け ら れ た 横

リ ブ 下 フ ラ ン ジ を 具 備 す る 断 面 Ｔ 字 状 の 鋼 材 で 、 前 記 横 リ ブ ウ ェ ブ に 矩 形 状 の ス リ ッ ト が

形 成 さ れ 、

　 前 記 ス リ ッ ト に 前 記 縦 リ ブ が 侵 入 し 、 前 記 ス リ ッ ト と 前 記 縦 リ ブ と の 交 差 部 に お い て 前

記 縦 リ ブ の 両 側 面 お よ び 下 端 面 が 前 記 横 リ ブ ウ ェ ブ に 溶 接 接 続 さ れ 、 か つ 、 前 記 横 リ ブ ウ

ェ ブ の 上 端 面 が 前 記 鋼 板 に 溶 接 接 続 さ れ 、

　 前 記 主 桁 は 、 平 板 状 の 主 桁 ウ ェ ブ と 前 記 主 桁 ウ ェ ブ の 両 端 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ た 主 桁 上

フ ラ ン ジ お よ び 主 桁 下 フ ラ ン ジ と を 具 備 し た 断 面 Ｈ 字 状 に 圧 延 さ れ た 鋼 材 で 、 前 記 主 桁 ウ

ェ ブ 、 前 記 主 桁 上 フ ラ ン ジ お よ び 前 記 主 桁 下 フ ラ ン ジ を 接 続 す る 主 桁 ス テ ィ フ ナ ー を 具 備

し 、

　 前 記 鋼 板 は 前 記 主 桁 上 フ ラ ン ジ に ボ ル ト ／ ナ ッ ト に よ っ て 接 続 さ れ 、

　 前 記 横 リ ブ 下 フ ラ ン ジ は 、 前 記 主 桁 ウ ェ ブ に ス プ リ ッ ト ・ テ ィ ー を 介 し て ボ ル ト ／ ナ ッ

ト に よ っ て 接 続 さ れ 、

　 前 記 横 リ ブ ウ ェ ブ は 、 前 記 主 桁 ス テ ィ フ ナ ー に ス プ ラ イ ス プ レ ー ト を 介 し て ボ ル ト ／ ナ

ッ ト に よ っ て 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 （ ２ ） ま た 、 発 明 に 係 る 鋼 床 版 イ ン ス タ ン ト 橋 は 、 平 板 状 の 支 持 材 ウ ェ ブ と 、 前 記 支 持

材 ウ ェ ブ の 両 端 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ た 支 持 材 上 フ ラ ン ジ お よ び 支 持 材 下 フ ラ ン ジ と 、 前 記

支 持 材 ウ ェ ブ 、 前 記 支 持 材 上 フ ラ ン ジ お よ び 支 持 材 下 フ ラ ン ジ を 接 続 す る 支 持 材 ス テ ィ フ

ナ ー と を 具 備 す る 鋼 床 版 支 持 材 を 有 し 、

　 前 記 鋼 板 と 前 記 主 桁 上 フ ラ ン ジ と の 接 続 に 代 え て 、 前 記 鋼 板 は 前 記 支 持 材 上 フ ラ ン ジ に

ボ ル ト ／ ナ ッ ト に よ っ て 接 続 さ れ 、 前 記 主 桁 上 フ ラ ン ジ は 前 記 支 持 材 下 フ ラ ン ジ に ボ ル ト

／ ナ ッ ト に よ っ て 接 続 さ れ 、

　 前 記 横 リ ブ ウ ェ ブ は 、 前 記 支 持 材 ス テ ィ フ ナ ー に ス プ ラ イ ス プ レ ー ト を 介 し て ボ ル ト ／

ナ ッ ト に よ っ て 接 続 さ れ て い る 。

　 （ ３ ） さ ら に 、 前 記 縦 リ ブ と 前 記 横 リ ブ と を 溶 接 接 続 す る 溶 接 線 の 溶 接 始 端 お よ び 溶 接

終 端 は 、 前 記 縦 リ ブ の 一 方 の 側 面 お よ び 他 方 の 側 面 に そ れ ぞ れ 位 置 す る 。

　 （ ４ ） さ ら に 、 前 記 縦 リ ブ と 前 記 横 リ ブ と を 溶 接 接 続 す る 溶 接 線 と 、 前 記 縦 リ ブ と 前 記

鋼 板 と を 溶 接 接 続 す る 溶 接 線 と 、 前 記 横 リ ブ と 前 記 鋼 板 と を 溶 接 接 続 す る 溶 接 線 と は 、 交

差 す る 。

【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 発 明 に 係 る 鋼 床 版 イ ン ス タ ン ト 橋 は 、 縦 リ ブ が 平 板 に よ っ て 形 成 さ れ 、 横 リ ブ に 形 成

さ れ た ス リ ッ ト に 侵 入 し た 縦 リ ブ の 両 側 面 お よ び 下 端 面 が 横 リ ブ に 溶 接 接 続 さ れ て い る 。

　 す な わ ち 、 縦 リ ブ の 下 端 面 と ス リ ッ ト の 最 奥 と の 間 は 溶 接 線 に よ っ て 塞 が れ 、 下 部 ス カ

ラ ッ プ に 相 当 す る 隙 間 が な い た め 、 当 該 部 に 発 生 す る 輪 荷 重 に よ る 応 力 集 中 は 緩 和 さ れ 、

当 該 部 か ら の 疲 労 亀 裂 の 発 生 が 抑 制 さ れ 、 寿 命 が 延 長 す る 。

　 ま た 、 縦 リ ブ と 横 リ ブ と を 溶 接 接 続 す る 溶 接 線 の 端 点 （ 溶 接 始 端 お よ び 溶 接 終 端 ） は 、

縦 リ ブ の 下 端 面 と ス リ ッ ト の 最 奥 と の 間 に 位 置 し な い か ら 、 当 該 部 か ら の 疲 労 亀 裂 の 発 生

が さ ら に 抑 制 さ れ る 。

　 さ ら に 、 縦 リ ブ と 横 リ ブ と の 溶 接 線 と 、 縦 リ ブ と 鋼 板 と の 溶 接 線 と 、 横 リ ブ と 鋼 板 と の

溶 接 線 と は 、 ス リ ッ ト の 口 元 （ 縦 リ ブ の 上 端 面 に 同 じ ） に お い て 交 差 す る か ら 、 上 部 ス カ

ラ ッ プ に 相 当 す る 隙 間 が 形 成 さ れ な い 。 し た が っ て 、 当 該 部 に お け る 輪 荷 重 に よ る 応 力 集

中 は 緩 和 さ れ る た め 、 当 該 部 か ら の 疲 労 亀 裂 の 発 生 が 抑 制 さ れ 、 寿 命 が 延 長 す る 。

さ ら に 、 縦 リ ブ は 平 板 で あ っ て 、 平 板 の 両 面 に お い て 横 リ ブ お よ び 鋼 板 に 溶 接 接 続 さ れ る

（ 両 面 溶 接 に 同 じ ） か ら 、 健 全 な 接 続 に な っ て い る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 ま た 、 主 桁 と 鋼 床 版 と の 接 続 が 、 ス プ リ ッ ト ・ テ ィ ー お よ び ス プ ラ イ ス プ レ ー ト を 介 し

た ボ ル ト ／ ナ ッ ト で あ る か ら 、 設 置 が 容 易 に な り 施 工 が 迅 速 に な る 。 ま た 、 撤 去 作 業 も 迅

速 に な る 。

　 ま た 、 主 桁 に 鋼 床 版 支 持 材 が 設 置 さ れ る か ら 、 設 置 の 自 由 度 が 増 す 。 す な わ ち 、 あ ら か

じ め 規 格 化 さ れ た 鋼 床 版 パ ネ ル と 、 あ ら か じ め 規 格 化 さ れ た 主 桁 と を 用 い た 場 合 で あ っ て

も 、 鋼 床 版 支 持 材 の 高 さ を 調 整 す る こ と に よ っ て 、 既 設 の 下 部 工 の 高 さ （ 橋 脚 の 支 承 手 段

を 含 む 高 さ ） に 左 右 さ れ る こ と な く 、 鋼 床 版 （ 鋼 床 版 パ ネ ル に 設 け ら れ た 舗 装 の 上 面 ） を

所 望 の 高 さ に す る こ と が で き る 。

　 さ ら に 、 主 桁 を 圧 延 Ｈ 形 鋼 に よ っ て 形 成 す る た め 、 規 格 化 を 図 る こ と が 容 易 に な り 、 製

作 コ ス ト の 圧 縮 や 施 工 時 間 の 短 縮 が 可 能 に な る 。 す な わ ち 、 鋼 床 版 パ ネ ル お よ び 圧 延 Ｈ 形

鋼 を 採 用 す る こ と に よ っ て 、 規 格 商 品 化 、 設 計 レ ス 化 、 舗 装 の 一 部 工 場 実 施 等 を 組 み 合 わ

せ る こ と に よ っ て 製 作 か ら 維 持 管 理 ま で の ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト の 低 減 が 期 待 で き 、 既 存

の 下 部 工 が 流 用 可 能 に な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ６ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 鋼 床 版 イ ン ス タ ン ト 橋 を 正 面 斜 め 上 か ら 斜 め 下 方 向

に 見 た 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 鋼 床 版 イ ン ス タ ン ト 橋 の 一 部 を 拡 大 し て 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 １ に 示 す 鋼 床 版 イ ン ス タ ン ト 橋 を 構 成 す る 部 材 （ 鋼 床 版 パ ネ ル ） を 正 面 斜 め 下

か ら 斜 め 上 方 向 に 見 た 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 １ に 示 す 鋼 床 版 イ ン ス タ ン ト 橋 を 構 成 す る 部 材 （ 鋼 床 版 パ ネ ル ） の 一 部 （ 鋼 板

お よ び 縦 リ ブ ） を 示 す 正 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 １ に 示 す 鋼 床 版 イ ン ス タ ン ト 橋 を 構 成 す る 部 材 （ 鋼 床 版 パ ネ ル ） の 一 部 （ 横 リ

ブ ） を 示 す 正 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 １ に 示 す 鋼 床 版 イ ン ス タ ン ト 橋 を 構 成 す る 部 材 （ 鋼 床 版 パ ネ ル ） の 一 部 （ リ ブ

交 差 部 ） を 拡 大 し て 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 図 １ に 示 す 鋼 床 版 イ ン ス タ ン ト 橋 の 特 性 を 試 験 す る た め の 試 験 材 を 正 面 斜 め 上 か

ら 斜 め 下 方 向 に 見 た 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 図 ７ に 示 す 試 験 材 の 一 部 示 す 正 面 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 図 ７ に 示 す 試 験 材 と 比 較 す る た め の 比 較 材 の 一 部 を 示 す 正 面 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 図 １ に 示 す 鋼 床 版 イ ン ス タ ン ト 橋 の 特 性 を 試 験 す る た め の 試 験 材 お よ び 比 較 材

の 集 中 応 力 総 和 を 比 較 す る 棒 グ ラ フ で あ る 。

【 図 １ １ 】 図 １ に 示 す 鋼 床 版 イ ン ス タ ン ト 橋 の 特 性 を 試 験 す る た め の 疲 労 試 験 の 結 果 を 示

す 「 荷 重 － 載 荷 回 数 曲 線 」 で あ る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ［ 実 施 の 形 態 １ ］

　 次 に 、 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 １ を 、 図 面 を 参 照 し て 具 体 的 に 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の

図 面 は 模 式 的 に 描 か れ た も の で あ り 、 本 発 明 は 描 か れ た 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、

適 宜 変 更 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 （ 鋼 床 版 イ ン ス タ ン ト 橋 ）

　 図 １ ～ 図 ６ は そ れ ぞ れ 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 鋼 床 版 イ ン ス タ ン ト 橋 を 説 明 す る

も の で あ っ て 、 図 １ は 正 面 斜 め 上 か ら 斜 め 下 方 向 に 見 た 斜 視 図 、 図 ２ は そ の 一 部 を 拡 大 し

て 示 す 斜 視 図 、 図 ３ は 構 成 す る 部 材 （ 鋼 床 版 パ ネ ル ） を 正 面 斜 め 下 か ら 斜 め 上 方 向 に 見 た

斜 視 図 、 図 ４ は 構 成 す る 部 材 （ 鋼 床 版 パ ネ ル ） の 一 部 （ 鋼 板 お よ び 縦 リ ブ ） を 示 す 正 面 図

、 図 ５ は 構 成 す る 部 材 （ 鋼 床 版 パ ネ ル ） の 一 部 （ 横 リ ブ ） を 示 す 正 面 図 、 図 ６ は 構 成 す る

部 材 （ 鋼 床 版 パ ネ ル ） の 一 部 （ リ ブ 交 差 部 ） を 拡 大 し て 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 図 １ お よ び 図 ２ に お い て 、 鋼 床 版 イ ン ス タ ン ト 橋 １ ０ ０ は 、 図 示 し な い 橋 脚 に 設 置 さ れ

た 支 承 装 置 に 設 置 さ れ る 主 桁 ４ ０ と 、 主 桁 ４ ０ に 設 置 さ れ た 鋼 床 版 支 持 材 ５ ０ と 、 主 桁 ４

０ お よ び 鋼 床 版 支 持 材 ５ ０ に 取 り 付 け ら れ た 鋼 床 版 パ ネ ル ２ ０ ０ と を 有 し て い る 。

　 な お 、 主 桁 ４ ０ は 橋 幅 方 向 に ４ 列 並 び 、 鋼 床 版 を 形 成 す る 鋼 床 版 パ ネ ル ２ ０ ０ は 橋 幅 方

向 に ３ 枚 設 置 さ れ て い る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 す る も の で は な く 、 何 列 あ る い は 何 枚 で

あ っ て も よ い 。 な お 、 主 桁 ４ ０ の 長 手 方 向 が 「 橋 軸 方 向 （ Ｙ 方 向 ） 」 で 、 橋 軸 方 向 に 垂 直

な 方 向 が 「 橋 幅 方 向 （ Ｘ 方 向 ） 」 で 、 Ｘ － Ｙ 面 に 垂 直 な 方 向 が 「 鉛 直 方 向 （ Ｚ 方 向 ） 」 で

あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 （ 主 桁 ）

　 主 桁 ４ ０ は 断 面 Ｈ 形 に 圧 延 さ れ た 鋼 材 （ 本 発 明 に お い て 「 圧 延 Ｈ 形 鋼 」 と 称 し て い る ）

で あ っ て 、 主 桁 ウ ェ ブ ４ １ （ Ｙ － Ｚ 面 に 位 置 す る ） と 、 主 桁 ウ ェ ブ ４ １ の 両 側 縁 に そ れ ぞ

れ 形 成 さ れ た 主 桁 上 フ ラ ン ジ ４ ２ ａ （ Ｘ － Ｙ 面 に 位 置 す る ） お よ び 主 桁 下 フ ラ ン ジ ４ ２ ｂ

（ Ｘ － Ｙ 面 に 位 置 す る ） と を 具 備 し て い る 。 さ ら に 、 主 桁 ウ ェ ブ ４ １ と 主 桁 上 フ ラ ン ジ ４

２ ａ と 主 桁 下 フ ラ ン ジ ４ ２ ｂ と を 接 続 す る 主 桁 ス テ ィ フ ナ ー ４ ３ （ Ｘ － Ｚ 面 に 位 置 す る ）

が 長 手 方 向 に 間 隔 を あ け て 複 数 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 （ 鋼 床 版 支 持 材 ）

　 鋼 床 版 支 持 材 ５ ０ は 断 面 Ｈ 形 の 鋼 材 で あ っ て 、 支 持 材 ウ ェ ブ ５ １ （ Ｙ － Ｚ 面 に 位 置 す る

） と 、 支 持 材 ウ ェ ブ ５ １ の 両 側 縁 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た 支 持 材 上 フ ラ ン ジ ５ ２ ａ （ Ｘ － Ｙ

面 に 位 置 す る ） お よ び 支 持 材 下 フ ラ ン ジ ５ ２ ｂ （ Ｘ － Ｙ 面 に 位 置 す る ） と を 具 備 し て い る

。

　 さ ら に 、 支 持 材 ウ ェ ブ ５ １ と 支 持 材 上 フ ラ ン ジ ５ ２ ａ と 支 持 材 下 フ ラ ン ジ ５ ２ ｂ と を 接

続 す る 支 持 材 ス テ ィ フ ナ ー ５ ３ （ Ｘ － Ｚ 面 に 位 置 す る ） が 長 手 方 向 に 間 隔 を あ け て 複 数 設

け ら れ て い る 。 な お 、 鋼 床 版 支 持 材 ５ ０ は 鋼 板 を 溶 接 接 合 し て 断 面 Ｈ 形 に 形 成 し た も の で

あ る が 、 圧 延 Ｈ 形 鋼 で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 （ 鋼 床 版 パ ネ ル ）

　 図 １ に お い て 、 鋼 床 版 パ ネ ル ２ ０ ０ は 、 鋼 床 版 １ ０ と 、 橋 軸 方 向 の 縦 リ ブ ２ ０ と 、 橋 幅

方 向 （ Ｘ 方 向 ） の 横 リ ブ ３ ０ と を 有 し て い る 。 鋼 床 版 １ ０ を 構 成 す る 鋼 板 １ １ の 上 面 に は

製 作 工 場 に お い て 工 場 施 工 舗 装 １ ２ が 施 さ れ 、 施 工 現 場 に お い て 現 場 施 工 舗 装 １ ３ が 施 さ

れ る た め 、 施 工 時 間 の 短 縮 が 図 ら れ て い る が 、 工 場 施 工 舗 装 １ ２ を 施 工 現 場 に お い て 実 施

し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 （ 鋼 床 版 パ ネ ル を 構 成 す る 縦 リ ブ ）
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　 図 ３ お よ び 図 ４ に お い て 、 縦 リ ブ ２ ０ は 矩 形 状 の 平 板 ２ １ に よ っ て 形 成 さ れ 、 平 板 上 端

面 ２ １ ａ が 鋼 板 １ １ に 溶 接 接 続 さ れ て い る （ か か る 溶 接 接 続 の 溶 接 線 を 「 Ｗ ２ １ 」 と 称 す

） 。

　 な お 、 説 明 の 便 宜 上 、 平 板 上 端 面 ２ １ ａ と 平 板 下 端 面 ２ １ ｂ と の 距 離 を 「 平 板 高 さ Ｈ 」

と 、 平 板 側 面 ２ １ ｓ と 平 板 側 面 ２ １ ｔ と の 距 離 （ 平 板 ２ １ の 厚 さ に 同 じ ） を 「 平 板 厚 さ Ｔ

」 と 、 一 方 の 側 面 を 「 平 板 側 面 ２ １ ｓ 」 と 、 他 方 の 側 面 を 「 平 板 側 面 ２ １ ｔ 」 と そ れ ぞ れ

称 す 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 （ 鋼 床 版 パ ネ ル を 構 成 す る 横 リ ブ ）

　 図 ３ お よ び 図 ５ に お い て 、 横 リ ブ ３ ０ は 略 矩 形 状 の 横 リ ブ ウ ェ ブ ３ １ と 、 横 リ ブ ウ ェ ブ

３ １ の 横 リ ブ 下 端 ３ １ ｂ に 設 け ら れ た 横 リ ブ 下 フ ラ ン ジ ３ ２ と 、 横 リ ブ 上 端 面 ３ １ ａ か ら

横 リ ブ 下 端 ３ １ ｂ に 向 け て 形 成 さ れ た ス リ ッ ト ３ ３ と を 具 備 し 、 横 リ ブ 上 端 面 ３ １ ａ が 鋼

板 １ １ に 溶 接 接 続 さ れ て い る （ か か る 溶 接 接 続 の 溶 接 線 を 「 Ｗ ３ １ 」 と 称 す ） 。 ス リ ッ ト

３ ３ に 縦 リ ブ ２ ０ は 侵 入 可 能 で あ る 。 な お 、 説 明 の 便 宜 上 、 ス リ ッ ト ３ ３ の 口 元 を 「 ス リ

ッ ト 上 端 ３ ３ ａ 」 と 、 最 奥 を 「 ス リ ッ ト 下 端 縁 ３ ３ ｂ 」 と 、 一 方 の 側 縁 を 「 ス リ ッ ト 側 縁

３ ３ ｓ 」 と 、 他 方 の 側 面 を 「 ス リ ッ ト 側 縁 ３ ３ ｔ 」 と そ れ ぞ れ 称 す 。

　 そ し て 、 ス リ ッ ト ３ ３ の 口 元 に お い て ス リ ッ ト 側 縁 ３ ３ ｓ と 横 リ ブ 上 端 面 ３ １ ａ と の 角

に Ｃ 面 取 り ３ ４ ｓ が 、 ス リ ッ ト 側 縁 ３ ３ ｔ と 横 リ ブ 上 端 面 ３ １ ａ と の 角 に Ｃ 面 取 り ３ ４ ｔ

が 、 そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。

　 な お 、 ス リ ッ ト 上 端 ３ ３ ａ と ス リ ッ ト 下 端 縁 ３ ３ ｂ と の 距 離 を 「 ス リ ッ ト 深 さ Ｄ 」 と 称

す と 、 ス リ ッ ト 深 さ Ｄ は 平 板 高 さ Ｈ よ り も 僅 か に 大 き く な っ て い る 。 ま た 、 ス リ ッ ト 側 縁

３ ３ ｓ と ス リ ッ ト 側 縁 ３ ３ ｔ と の 間 隔 （ ス リ ッ ト ３ ３ の 幅 に 同 じ 、 以 下 「 ス リ ッ ト 幅 Ｓ 」

と 称 す ） は 、 平 板 厚 さ Ｈ よ り も 僅 か に 大 き く な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 （ 鋼 床 版 パ ネ ル の リ ブ 交 差 部 ）

　 図 ３ お よ び 図 ６ に お い て 、 平 板 ２ １ は ス リ ッ ト ３ ３ に 進 入 し 、 リ ブ 交 差 部 に お い て 、 平

板 下 端 面 ２ １ ｂ は ス リ ッ ト 下 端 縁 ３ ３ ｂ に 、 平 板 側 面 ２ １ ｓ は ス リ ッ ト 側 縁 ３ ３ ｓ に 、 平

板 側 面 ２ １ ｔ は ス リ ッ ト 側 縁 ３ ３ ｔ に そ れ ぞ れ 溶 接 接 続 さ れ て い る （ か か る 溶 接 接 続 の 溶

接 線 を 「 Ｗ ２ ３ 」 と 称 す ） 。 す な わ ち 、 溶 接 線 Ｗ ２ ３ は 平 板 上 端 面 ２ １ ａ を 除 く 範 囲 の 「

全 周 溶 接 」 に な っ て い る 。 こ の と き 、 溶 接 線 Ｗ ２ ３ の 図 示 し な い 溶 接 端 点 は 、 平 板 下 端 面

２ １ ｂ （ ス リ ッ ト 下 端 縁 ３ ３ ｂ に 同 じ ） の 位 置 に は な く 、 平 板 側 面 ２ １ ｓ （ ス リ ッ ト 側 縁

３ ３ ｓ に 同 じ ） お よ び 平 板 側 面 ２ １ ｔ （ ス リ ッ ト 側 縁 ３ ３ ｔ に 同 じ ） に あ る 。

　 な お 、 Ｃ 面 取 り ３ ４ ｓ お よ び Ｃ 面 取 り ３ ４ ｔ は 、 た た え ば 「 Ｃ １ ０ 」 程 度 の 小 さ い も の

で あ る か ら 、 溶 接 線 Ｗ ２ １ 、 溶 接 線 Ｗ ３ １ お よ び 溶 接 線 Ｗ ２ ３ は 、 Ｃ 面 取 り ３ ４ ｓ お よ び

Ｃ 面 取 り ３ ４ ｔ に お い て 交 差 し （ 重 な り ） 、 当 初 形 成 さ れ て い た 三 角 形 状 の 隙 間 は 塞 が れ

る 。 よ っ て 、 リ ブ 交 差 部 に お い て 、 上 部 ス カ ラ ッ プ に 相 当 す る 隙 間 お よ び 下 部 ス カ ラ ッ プ

に 相 当 す る 隙 間 は 形 成 さ れ な い 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 （ 鋼 床 版 パ ネ ル の 作 用 効 果 ）

　 以 上 の よ う に 、 鋼 床 版 パ ネ ル ２ ０ ０ は 、 リ ブ 交 差 部 に お い て 、 従 来 の よ う な 上 部 ス カ ラ

ッ プ に 相 当 す る 隙 間 お よ び 下 部 ス カ ラ ッ プ に 相 当 す る 隙 間 が 形 成 さ れ な い か ら 、 特 に 、 溶

接 線 Ｗ ２ ３ の 平 板 下 端 面 ２ １ ｂ （ ス リ ッ ト 下 端 縁 ３ ３ ｂ に 同 じ ） の 位 置 に お け る 応 力 集 中

が 緩 和 さ れ 、 当 該 部 か ら の 疲 労 亀 裂 の 発 生 が 抑 制 さ れ る 。

　 ま た 、 平 板 下 端 面 ２ １ ｂ （ ス リ ッ ト 下 端 縁 ３ ３ ｂ に 同 じ ） の 位 置 に 溶 接 線 Ｗ ２ ３ の 端 点

（ 始 端 お よ び 終 端 ） が 存 在 し な い か ら 、 該 位 置 か ら の 疲 労 亀 裂 の 発 生 が さ ら に 抑 制 さ れ る

。

　 よ っ て 、 鋼 床 版 パ ネ ル ２ ０ ０ の 寿 命 は 延 長 す る （ こ れ に つ い て は 別 途 詳 細 に 説 明 す る ）

。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 （ 鋼 床 版 パ ネ ル の 主 桁 へ の 取 り 付 け ）
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　 再 び 図 １ お よ び 図 ２ に お い て 、 主 桁 ４ ０ に 鋼 床 版 支 持 材 ５ ０ が 載 置 さ れ 、 主 桁 上 フ ラ ン

ジ ４ ２ ａ と 支 持 材 下 フ ラ ン ジ ５ ２ ｂ と が ボ ル ト ／ ナ ッ ト ８ ０ に よ っ て 接 続 さ れ て い る 。 そ

し て 、 支 持 材 上 フ ラ ン ジ ５ ２ ａ に 鋼 床 版 パ ネ ル ２ ０ ０ を 構 成 す る 鋼 板 １ １ の 側 縁 部 が 載 置

さ れ 、 両 者 は ボ ル ト ／ ナ ッ ト ８ ０ に よ っ て 接 続 さ れ て い る 。

　 ま た 、 鋼 床 版 パ ネ ル ２ ０ ０ を 構 成 す る 横 リ ブ ３ ０ の 横 リ ブ 下 フ ラ ン ジ ３ ２ は 、 ス プ リ ッ

ト ・ テ ィ ー ６ ０ お よ び ス プ ラ イ ス プ レ ー ト ６ １ を 介 し て 主 桁 ウ ェ ブ ４ １ に ボ ル ト ／ ナ ッ ト

８ ０ に よ っ て 接 続 さ れ て い る 。

　 さ ら に 、 横 リ ブ ３ ０ の 横 リ ブ ウ ェ ブ ３ １ は 、 ス プ ラ イ ス プ レ ー ト ７ ４ を 介 し て 主 桁 ス テ

ィ フ ナ ー ４ ３ に ボ ル ト ／ ナ ッ ト ８ ０ に よ っ て 接 続 さ れ る と 共 に 、 ス プ ラ イ ス プ レ ー ト ７ ５

を 介 し て 支 持 材 ス テ ィ フ ナ ー ５ ３ に ボ ル ト ／ ナ ッ ト ８ ０ に よ っ て 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 な お 、 横 リ ブ 下 フ ラ ン ジ ３ ２ が ス プ ラ イ ス プ レ ー ト ６ １ に 接 続 さ れ 、 ス プ ラ イ ス プ レ ー

ト ６ １ が 断 面 Ｔ 型 の ス プ リ ッ ト ・ テ ィ ー ６ ０ に 接 続 さ れ 、 ス プ リ ッ ト ・ テ ィ ー ６ ０ が 主 桁

ウ ェ ブ ４ １ に 接 続 さ れ て い る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 す る も の で は な く 、 ス プ ラ イ ス プ レ

ー ト ６ １ を 撤 去 し て 、 断 面 Ｌ 型 の ス プ リ ッ ト ・ テ ィ ー に よ っ て 横 リ ブ 下 フ ラ ン ジ ３ ２ の 内

面 お よ び 外 面 を 挟 み 込 ん で 、 か か る 断 面 Ｌ 型 の ス プ リ ッ ト ・ テ ィ ー を 主 桁 ウ ェ ブ ４ １ に ボ

ル ト ／ ナ ッ ト ８ ０ に よ っ て 接 続 し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 （ ボ ル ト ／ ナ ッ ト ）

　 な お 、 ボ ル ト ／ ナ ッ ト ８ ０ と は 、 所 定 の 貫 通 孔 （ 図 示 し な い ） を 貫 通 す る ボ ル ト と 、 該

ボ ル ト に 螺 合 す る ナ ッ ト と を 具 備 す る 締 結 手 段 を 指 し 、 必 要 に 応 じ て 座 金 や 弛 み 止 め を 伴

う 。 そ し て 、 ボ ル ト ／ ナ ッ ト ８ ０ を 形 成 す る ボ ル ト お よ び ナ ッ ト の 材 質 や 形 状 、 寸 法 は 限

定 す る も の で は な く 、 設 置 場 所 に 応 じ て 適 宜 選 定 さ れ る も の で あ る 。 た と え ば 、 鋼 板 １ １

と 支 持 材 上 フ ラ ン ジ ５ ２ ａ と を 接 続 す る ボ ル ト ／ ナ ッ ト ８ ０ に お け る ボ ル ト を 「 皿 型 高 力

ボ ル ト 」 に し て お け ば 、 鋼 板 １ １ の 上 面 へ の 現 場 施 工 舗 装 １ ３ に 好 適 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 （ 鋼 床 版 イ ン ス タ ン ト 橋 の 作 用 効 果 ）

　 以 上 の よ う に 鋼 床 版 イ ン ス タ ン ト 橋 １ ０ ０ は 、 鋼 床 版 パ ネ ル ２ ０ ０ を 有 し 、 鋼 床 版 パ ネ

ル ２ ０ ０ は 前 記 の よ う に 疲 労 亀 裂 の 発 生 が 抑 制 さ れ る か ら 、 保 全 性 が 向 上 し て 寿 命 が 延 長

す る 。 ま た 、 鋼 床 版 パ ネ ル ２ ０ ０ と 主 桁 ４ ０ お よ び 鋼 床 版 支 持 材 ５ ０ と の 接 続 が ボ ル ト ／

ナ ッ ト ８ ０ で あ っ て 、 溶 接 を 不 要 に す る か ら 、 作 業 が 簡 素 に な り 、 施 工 時 間 が 短 縮 す る 。

　 な お 、 以 上 は 、 鋼 床 版 支 持 材 ５ ０ を 有 す る 場 合 で あ る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 す る も の

で は な く 、 鋼 床 版 支 持 材 ５ ０ を 撤 去 し て 、 主 桁 上 フ ラ ン ジ ４ ２ ａ に 鋼 板 １ １ を 直 接 載 置 し

、 両 者 を ボ ル ト ／ ナ ッ ト ８ ０ に よ っ て 接 続 し て も よ い 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 （ 鋼 床 版 パ ネ ル の 実 施 例 ）

　 鋼 床 版 パ ネ ル ２ ０ ０ は 以 下 に 示 す 寸 法 に 製 作 さ れ 、 複 数 枚 を 並 べ ら れ る 。

　 鋼 床 版 １ ０ を 構 成 す る 鋼 板 １ １ は 、 橋 軸 方 向 （ Ｙ 方 向 ） 長 さ ４ ５ ０ ０ ｍ ｍ 、 橋 幅 方 向 （

Ｘ 方 向 ） 長 さ ２ ５ ６ ０ ｍ ｍ 、 厚 さ （ Ｚ 方 向 ） １ ６ ｍ ｍ で あ る 。

　 縦 リ ブ ２ ０ を 形 成 す る 平 板 は 、 平 板 高 さ Ｈ が ２ ５ ６ ｍ ｍ 、 平 板 厚 さ Ｔ が １ ６ ｍ ｍ の 矩 形

鋼 板 で あ る 。 そ し て 、 橋 幅 方 向 （ Ｘ 方 向 ） に ３ ２ ０ ｍ ｍ 間 隔 で ７ 枚 配 置 さ れ て い る 。

　 横 リ ブ ３ ０ は 、 横 リ ブ 上 端 面 ３ １ ａ か ら 横 リ ブ 下 フ ラ ン ジ ３ ２ の 下 面 ま で の 距 離 （ 以 下

「 横 リ ブ 高 さ 」 と 称 す ） が ６ ０ ０ ｍ ｍ で 、 横 リ ブ ウ ェ ブ ３ １ の 厚 さ が ９ ｍ ｍ で あ る 。 そ し

て 、 ス リ ッ ト ３ ３ は ３ ３ ０ ｍ ｍ 間 隔 で ７ 箇 所 に 形 成 さ れ 、 ス リ ッ ト 深 さ Ｄ は ２ ５ ８ ｍ ｍ 、

ス リ ッ ト 幅 Ｓ は ２ ０ ｍ ｍ で あ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 し た が っ て 、 縦 リ ブ ２ ０ は ス リ ッ ト ３ ３ 内 に 完 全 に 侵 入 可 能 で 、 平 板 下 端 面 ２ １ ｂ と ス

リ ッ ト 下 端 縁 ３ ３ ｂ と の 間 、 平 板 側 面 ２ １ ｓ と ス リ ッ ト 側 縁 ３ ３ ｓ と の 間 、 平 板 側 面 ２ １

ｔ と ス リ ッ ト 側 縁 ３ ３ ｔ と の 間 に は 、 そ れ ぞ れ ２ ｍ ｍ の 隙 間 が 生 じ る 設 計 に な っ て い る 。

　 な お 、 工 作 機 械 （ た と え ば Ｎ Ｃ レ ー ザ 加 工 機 等 ） の 発 達 に よ っ て 加 工 精 度 が 向 上 し て い
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る か ら 、 仮 に 、 製 作 誤 差 や 取 り 付 け 誤 差 等 に よ っ て 前 記 隙 間 の 値 は 変 動 し た と し て も 、 溶

接 接 続 に 支 障 の な い 設 計 に な っ て い る 。

　 そ し て 、 鋼 板 １ １ の 上 面 の 両 側 縁 お よ び 両 端 縁 を 除 く 矩 形 状 の 範 囲 に 、 舗 装 厚 さ ８ ０ ｍ

ｍ の 工 場 施 工 舗 装 １ ２ が 、 製 作 工 場 に お い て 設 け ら れ る 。 な お 、 工 場 施 工 舗 装 １ ２ を 除 く

範 囲 （ 両 側 縁 お よ び 両 端 縁 に 同 じ ） に は 施 工 現 場 に お い て 、 鋼 床 版 パ ネ ル ２ ０ ０ の 主 桁 ４

０ へ の 取 り 付 け が 完 了 し た 後 、 舗 装 厚 さ ８ ０ ｍ ｍ の 現 場 施 工 舗 装 １ ３ が 設 け ら れ る （ 図 １

参 照 ） 。 な お 、 工 場 施 工 舗 装 １ ２ を 施 工 現 場 に お い て 設 け て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 （ 主 桁 の 実 施 例 ）

　 主 桁 ４ ０ は 、 支 間 距 離 が １ ０ ｍ 、 １ ５ ｍ お よ び ２ ０ ｍ の ３ 水 準 に 集 約 し て 製 作 さ れ て い

る 。 す な わ ち 、 支 間 距 離 が １ ０ ｍ の 場 合 は 、 ウ ェ ブ 高 さ ６ ０ ０ ｍ ｍ 、 フ ラ ン ジ 幅 ３ ０ ０ ｍ

ｍ 、 ウ ェ ブ 厚 さ １ ４ ｍ ｍ 、 フ ラ ン ジ 厚 さ ２ ８ ｍ ｍ の 圧 延 Ｈ 形 鋼 で あ る 。 ま た 、 支 間 距 離 が

１ ５ ｍ の 場 合 は 、 ウ ェ ブ 高 さ ８ ５ ０ ｍ ｍ 、 フ ラ ン ジ 幅 ３ ０ ０ ｍ ｍ 、 ウ ェ ブ 厚 さ １ ９ ｍ ｍ 、

フ ラ ン ジ 厚 さ ３ ２ ｍ ｍ の 圧 延 Ｈ 形 鋼 で あ る 。 さ ら に 、 支 間 距 離 が ２ ０ ｍ の 場 合 は 、 ウ ェ ブ

高 さ １ ０ ０ ０ ｍ ｍ 、 フ ラ ン ジ 幅 ３ ０ ０ ｍ ｍ 、 ウ ェ ブ 厚 さ １ ９ ｍ ｍ 、 フ ラ ン ジ 厚 さ ２ ８ ｍ ｍ

の 圧 延 Ｈ 形 鋼 で あ る 。 な お 、 材 質 は Ｓ Ｍ ４ ０ ０ ま た は Ｓ Ｍ ４ ９ ０ で あ る が 、 こ れ に 限 定 す

る も の で は な い 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 （ 試 験 材 ）

　 図 ７ ～ 図 ９ は そ れ ぞ れ 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 鋼 床 版 イ ン ス タ ン ト 橋 を 説 明 す る

も の で あ っ て 、 図 ７ は そ の 特 性 を 試 験 す る た め の 試 験 材 を 正 面 斜 め 上 か ら 斜 め 下 方 向 に 見

た 斜 視 図 、 図 ８ は そ の 一 部 示 す 正 面 図 、 図 ９ は 比 較 の た め の 比 較 材 の 一 部 を 示 す 正 面 図 で

あ る 。

　 な お 、 鋼 床 版 パ ネ ル ２ ０ ０ と 同 じ 部 位 に つ い て は 同 じ 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。 ま

た 、 理 解 を 容 易 に す る た め 、 部 材 寸 法 、 部 材 間 の 隙 間 お よ び 溶 接 線 の 幅 を 誇 張 し て 描 い て

い る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 図 ７ お よ び 図 ８ に お い て 、 試 験 材 ３ ０ ０ は 、 鋼 床 版 パ ネ ル ２ ０ ０ が 一 対 の 主 桁 ４ ０ に 直

接 設 置 さ れ 、 主 桁 ４ ０ の 主 桁 上 フ ラ ン ジ ４ ２ ａ お よ び 鋼 床 版 支 持 材 ５ ０ が 撤 去 さ れ 、 鋼 板

１ １ が 主 桁 ウ ェ ブ ４ １ お よ び 主 桁 ス テ ィ フ ナ ー ４ ３ に 直 接 溶 接 接 続 さ れ た も の に 同 じ で あ

る 。

　 横 リ ブ 下 フ ラ ン ジ ３ ２ は ス プ ラ イ ス プ レ ー ト ６ １ お よ び ス プ リ ッ ト ・ テ ィ ー ６ ０ を 介 さ

な い で 、 ま た 、 横 リ ブ ウ ェ ブ ３ １ は ス プ ラ イ ス プ レ ー ト ７ ４ を 介 さ な い で 、 そ れ ぞ れ 主 桁

ス テ ィ フ ナ ー ４ ３ の 位 置 に お い て 主 桁 ウ ェ ブ ４ １ に 直 接 溶 接 接 続 さ れ て い る 。

　 こ の と き 、 主 桁 ４ ０ は 長 さ （ 橋 軸 方 向 の 距 離 ） ５ ０ ０ ０ ｍ ｍ 、 桁 高 さ １ ０ ０ ０ ｍ ｍ で 、

主 桁 ４ ０ に は 橋 軸 方 向 で ４ 枚 の 主 桁 ス テ ィ フ ナ ー ４ ３ が 等 間 隔 に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、

主 桁 ４ ０ 同 士 は 間 隔 （ 橋 幅 方 向 の 距 離 ） ２ ０ ０ ０ ｍ ｍ を 開 け て 配 置 さ れ て い る 。

　 鋼 床 版 パ ネ ル ２ ０ ０ は 、 橋 幅 方 向 に ６ 枚 の 縦 リ ブ ２ ０ と 橋 軸 方 向 に ４ 枚 の 横 リ ブ ３ ０ と

を 具 備 し て い る 。 そ し て 、 リ ブ 交 差 部 の 寸 法 等 は 前 記 実 施 例 の 値 に 同 じ で あ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 （ 比 較 材 ）

　 図 ９ に お い て 、 比 較 材 ９ ０ ０ は 、 鋼 板 １ １ と 、 橋 軸 方 向 の 縦 リ ブ ２ ０ と 、 橋 幅 方 向 の 比

較 横 リ ブ ９ ０ と を 有 し 、 リ ブ 交 差 部 の 形 態 が 試 験 材 ３ ０ ０ と 相 違 す る も の の 、 こ れ を 除 く

部 位 の 形 状 お よ び 寸 法 は 試 験 材 ３ ０ ０ に 同 じ で あ る 。 す な わ ち 、 比 較 材 ９ ０ ０ に 比 較 ス リ

ッ ト ９ ３ が 形 成 さ れ 、 さ ら に 、 比 較 ス リ ッ ト ９ ３ の 最 奥 に 比 較 ス カ ラ ッ プ ９ ５ が 形 成 さ れ

て い る 点 に お い て 、 試 験 材 ３ ０ ０ に 形 成 さ れ た ス リ ッ ト ３ ３ と 相 違 す る 。 以 下 、 両 者 の 相

違 す る 点 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 （ 比 較 材 の 横 リ ブ ）

　 比 較 横 リ ブ ９ ０ は 矩 形 状 平 板 で あ る 比 較 ウ ェ ブ ９ １ と 、 比 較 ウ ェ ブ ９ １ の 比 較 上 端 ９ １
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ａ か ら 比 較 下 端 ９ １ ｂ に 向 か っ て 形 成 さ れ た 比 較 ス リ ッ ト ９ ３ を 具 備 し 、 比 較 ス リ ッ ト ９

３ の 最 奥 に 比 較 ス カ ラ ッ プ ９ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 比 較 ス リ ッ ト ９ ３ に 縦 リ ブ ２ ０ が 侵 入

可 能 で あ っ て 、 比 較 ス リ ッ ト ９ ３ の 幅 は 平 板 厚 さ Ｔ よ り 大 き く な っ て い る 。 ま た 、 比 較 ス

リ ッ ト ９ ３ の 口 元 に は 、 比 較 Ｃ 面 取 り ９ ４ ｓ が 形 成 さ れ て い る 。 　

　 な お 、 説 明 の 便 宜 上 、 比 較 ス リ ッ ト ９ ３ の 口 元 を 「 比 較 ス リ ッ ト 上 端 ９ ３ ａ 」 と 、 最 奥

を 「 比 較 ス リ ッ ト 下 端 縁 ９ ３ ｂ 」 と 、 一 方 の 側 縁 を 「 比 較 ス リ ッ ト 側 縁 ９ ３ ｓ 」 と 、 他 方

の 側 面 を 「 比 較 ス リ ッ ト 側 縁 ９ ３ ｔ 」 と そ れ ぞ れ 称 す 。 そ し て 、 比 較 ス リ ッ ト 上 端 ９ ３ ａ

と 比 較 ス リ ッ ト 下 端 縁 ９ ３ ｂ と の 距 離 は 平 板 高 さ Ｈ よ り も 大 き く な っ て い る 。

　 比 較 ス カ ラ ッ プ ９ ５ は 、 比 較 ス リ ッ ト 下 端 縁 ９ ３ ｂ に 接 す る 略 円 形 で あ っ て 、 比 較 ス リ

ッ ト 側 縁 ９ ３ ｓ と 比 較 ス リ ッ ト 側 縁 ９ ３ ｔ と の 距 離 よ り も 大 き な 距 離 の 隙 間 を 形 成 す る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 （ 比 較 材 の リ ブ 交 差 部 ）

　 縦 リ ブ ２ ０ の 平 板 上 端 面 は 溶 接 線 Ｗ ２ １ に よ っ て 鋼 板 １ １ に 接 続 さ れ 、 比 較 ウ ェ ブ ９ １

の 比 較 上 端 ９ １ ａ は 溶 接 線 Ｗ ９ １ に よ っ て 鋼 板 １ １ に 接 続 さ れ 、 平 板 ２ １ は 比 較 ス リ ッ ト

９ ３ に 侵 入 し て い る 。

　 こ の と き 、 平 板 下 端 面 ２ １ ｂ と 比 較 ス リ ッ ト 下 端 縁 ９ ３ ｂ と の 間 に 隙 間 が 形 成 さ れ 、 平

板 側 面 ２ １ ｓ は 比 較 ス リ ッ ト 側 縁 ９ ３ ｓ の 比 較 ス カ ラ ッ プ ９ ５ を 除 く 範 囲 に お い て 溶 接 接

続 さ れ て い る （ か か る 溶 接 接 続 の 溶 接 線 を 「 Ｗ ９ ３ 」 と 称 す ） 。 一 方 、 平 板 側 面 ２ １ ｓ は

比 較 ス リ ッ ト 側 縁 ９ ３ ｔ に 対 向 し 、 互 い に 溶 接 接 続 さ れ な い で 離 隔 し て い る 。

　 こ の と き 、 溶 接 線 Ｗ ９ ３ の 上 側 の 端 は 、 溶 接 線 Ｗ ２ １ お よ び 溶 接 線 Ｗ ９ １ に 重 な っ て 、

比 較 Ｃ 面 取 り ９ ４ ｓ を 塞 い で い る も の の 、 溶 接 線 Ｗ ９ ３ の 下 側 の 端 は 比 較 ス カ ラ ッ プ ９ ５

に 位 置 し 、 比 較 ス カ ラ ッ プ ９ ５ を 塞 が な い 。 す な わ ち 、 溶 接 線 Ｗ ９ ３ の 溶 接 端 点 は 比 較 ス

カ ラ ッ プ ９ ５ に 位 置 し て い る 。 な お 、 溶 接 線 Ｗ ９ １ お よ び 溶 接 線 Ｗ ９ ３ は 何 れ を 先 に 形 成

し て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 （ Ｆ Ｅ Ａ ）

　 疲 労 試 験 に 先 行 し て 、 Ｆ Ｅ Ａ （ 有 限 要 素 法 解 析 ） に よ っ て 、 （ ａ ） ク リ テ ィ カ ル 載 荷 位

置 を 確 認 し た 後 、 （ ｂ ） 耐 疲 労 デ ィ テ ー ル を 検 討 し た 。 な お 、 支 持 条 件 は 一 対 の 主 桁 ４ ０

の 両 端 部 を そ れ ぞ れ 支 持 す る ４ 点 支 持 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 （ ク リ テ ィ カ ル 載 荷 位 置 ）

　 鋼 床 版 パ ネ ル ２ ０ ０ の 縦 リ ブ ２ ０ に は 車 両 の 走 行 位 置 に よ っ て 集 中 引 張 応 力 と 集 中 圧 縮

応 力 と が 発 生 す る 。 す な わ ち 、 載 荷 位 置 を 変 更 し て あ る 縦 リ ブ （ 仮 に 「 Ｒ １ 」 と す る ） に

発 生 す る 集 中 応 力 を 求 め て 、 載 荷 位 置 毎 の 集 中 応 力 を 比 較 す る と 、 載 荷 位 置 （ 以 下 「 引 張

最 大 載 荷 位 置 」 と 称 す ） Ｆ １ に 載 荷 し た と き に 最 大 の 集 中 引 張 応 力 （ σ １ ＋ ） が 発 生 し 、

載 荷 位 置 （ 以 下 「 圧 縮 最 大 載 荷 位 置 」 と 称 す ） Ｑ １ に 載 荷 し た と き に 最 大 の 集 中 圧 縮 応 力

（ σ １ － ） が 発 生 す る こ と が 分 か る 。 そ し て 、 縦 リ ブ Ｒ １ に つ い て 最 大 の 集 中 引 張 応 力 （

σ １ ＋ ） と 最 大 の 集 中 圧 縮 応 力 （ σ １ － ） の 絶 対 値 と の 和 を 「 集 中 応 力 総 和 （ σ １ ± ） 」

と す る 。

　 同 様 に 、 そ の 他 の 縦 リ ブ Ｒ ２ 、 Ｒ ３ ・ ・ ・ 毎 に 、 引 張 最 大 載 荷 位 置 Ｆ ２ 、 Ｆ ３ ・ ・ ・ と

、 圧 縮 最 大 載 荷 位 置 Ｑ ２ 、 Ｑ ３ ・ ・ ・ と 、 集 中 応 力 総 和 σ ２ ± 、 σ ３ ± ・ ・ ・ と を 求 め る

。

　 そ こ で 、 求 め た 集 中 応 力 総 和 σ １ ± 、 σ ２ ± 、 σ ３ ± ・ ・ ・ の う ち 最 も 大 き な 値 に な る

集 中 応 力 総 和 σ ｊ ± に 対 応 し た 縦 リ ブ Ｒ ｊ を 「 着 目 対 象 縦 リ ブ 」 と し 、 縦 リ ブ Ｒ ｊ に つ い

て の 引 張 最 大 載 荷 位 置 Ｆ ｊ を 、 鋼 床 版 パ ネ ル ２ ０ ０ の 「 ク リ テ ィ カ ル 載 荷 位 置 」 と 称 す 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 （ 集 中 応 力 総 和 ）

　 図 １ ０ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 鋼 床 版 イ ン ス タ ン ト 橋 の 特 性 を 試 験 す る た め の

試 験 材 お よ び 比 較 材 の 集 中 応 力 総 和 を 比 較 す る 棒 グ ラ フ で あ る 。 な お 、 集 中 引 張 応 力 を 右

下 が り の 斜 線 で 、 集 中 圧 縮 応 力 の 絶 対 値 を 右 上 が り の 斜 線 で 示 す 。
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　 図 １ ０ に お い て 、 試 験 材 ３ ０ ０ に お い て 、 着 目 対 象 縦 リ ブ Ｒ ｊ に つ い て 、 引 張 最 大 載 荷

位 置 Ｆ ｊ に １ ０ ０ ｋ Ｎ の 載 荷 を し た と き 、 ２ ５ Ｎ ／ ｍ ｍ
２

の 集 中 引 張 応 力 （ σ ｊ ＋ ） が 発

生 し 、 圧 縮 最 大 載 荷 位 置 Ｑ ｊ に １ ０ ０ ｋ Ｎ の 載 荷 を し た と き 、 ５ ５ Ｎ ／ ｍ ｍ
２

の 集 中 圧 縮

応 力 （ σ ｊ － ） が 発 生 し 、 集 中 応 力 総 和 （ σ ｊ ± ） が ８ ０ Ｎ ／ ｍ ｍ
２

に な っ て い る 。

　 一 方 、 比 較 材 ９ ０ ０ に つ い て も 試 験 材 ３ ０ ０ と 同 じ 要 領 で 、 着 目 対 象 縦 リ ブ を 特 定 し 、

引 張 最 大 載 荷 位 置 お よ び 圧 縮 最 大 載 荷 位 置 に そ れ ぞ れ １ ０ ０ ｋ Ｎ の 載 荷 を し た と き 、 着 目

対 象 縦 リ ブ に お い て 集 中 引 張 応 力 が ９ ２ Ｎ ／ ｍ ｍ
２

、 集 中 圧 縮 応 力 が ８ ５ Ｎ ／ ｍ ｍ
２

発 生

し 、 集 中 応 力 総 和 が １ ７ ７ Ｎ ／ ｍ ｍ
２

に な っ て い る 。

　 す な わ ち 、 試 験 材 ３ ０ ０ の 方 が 比 較 材 ９ ０ ０ に 比 較 し て 、 集 中 応 力 総 和 は ５ ８ ％ 低 い 値

に な り 、 特 に 、 集 中 引 張 応 力 は ７ ３ ％ も 低 い 値 に な っ て い る 。 よ っ て 、 試 験 材 ３ ０ ０ は 下

ス カ ラ ッ プ に 相 当 す る 隙 間 を 有 し な い こ と か ら 、 集 中 応 力 総 和 が 大 幅 に 小 さ く な る こ と が

確 認 さ れ た 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 （ 疲 労 試 験 ）

　 図 １ １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 鋼 床 版 イ ン ス タ ン ト 橋 の 特 性 を 試 験 す る た め の

疲 労 試 験 の 結 果 を 示 す 「 荷 重 － 載 荷 回 数 曲 線 」 で あ る 。 な お 、 縦 軸 は ク リ テ ィ カ ル 載 荷 位

置 に 載 荷 さ れ る 繰 り 返 し 荷 重 、 横 軸 は 繰 り 返 し 回 数 （ 図 １ １ で は 「 疲 労 寿 命 」 と 記 載 し て

い る ） で あ る 。

　 図 １ １ に お い て 、 試 験 材 ３ ０ ０ の ク リ テ ィ カ ル 載 荷 位 置 と 、 比 較 材 ９ ０ ０ の ク リ テ ィ カ

ル 載 荷 位 置 と に 、 そ れ ぞ れ 荷 重 ２ ０ ０ ｋ Ｎ を 繰 り 返 し 載 荷 し た と き 、 試 験 材 ３ ０ ０ で は 約

７ 千 万 回 の 繰 り 返 し に よ っ て も 疲 労 亀 裂 は 発 生 し な い （ 右 斜 め 上 方 向 の 黒 矢 印 付 き の 黒 四

角 に て 示 す ） の に 対 し 、 比 較 材 ９ ０ ０ は 約 ２ 百 万 回 の 繰 り 返 し に よ っ て 疲 労 亀 裂 が 発 生 し

て い る （ 白 四 角 に て 示 す ） 。

　 さ ら に 、 試 験 材 ３ ０ ０ に 、 荷 重 ３ ４ ０ ｋ Ｎ を 約 １ 百 万 回 繰 り 返 し 載 荷 し て も 、 疲 労 亀 裂

は 発 生 し て い な い （ 右 斜 め 上 方 向 の 黒 矢 印 付 き の 黒 四 角 に て 示 す ） 。

　 な お 、 図 中 の 斜 線 は 「 Ｔ 荷 重 換 算 の １ 千 万 回 」 を 示 し て い る 。

　 以 上 よ り 、 試 験 材 ３ ０ ０ が 優 れ た 疲 労 耐 久 性 を 有 す る こ と が 確 認 さ れ た 。 す な わ ち 、 試

験 材 ３ ０ ０ は 、 リ ブ 交 差 部 に お い て 縦 リ ブ ２ ０ と 横 リ ブ ３ ０ と が 全 周 に 渡 っ て 溶 接 接 続 さ

れ 、 下 ス カ ラ ッ プ に 相 当 す る 隙 間 を 有 し な い た め 、 当 該 位 置 に お け る 溶 接 線 ２ ３ か ら の 疲

労 亀 裂 の 発 生 が 抑 制 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 以 上 、 本 発 明 を 、 鋼 床 版 イ ン ス タ ン ト 橋 に つ い て 実 施 の 形 態 １ を も と に 説 明 し た が 、 こ

れ ら は 例 示 で あ り 、 様 々 な 変 形 例 が 可 能 な こ と 、 ま た そ う し た 変 形 例 も 本 発 明 の 範 囲 に あ

る こ と は 当 業 者 に 理 解 さ れ る と こ ろ で あ る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 本 発 明 に 係 る 鋼 床 版 イ ン ス タ ン ト 橋 は 、 溶 接 線 か ら の 疲 労 亀 裂 の 発 生 が 抑 制 さ れ る と 共

に 、 迅 速 に 施 工 可 能 で あ る か ら 、 小 規 模 橋 梁 に 限 定 さ れ る こ と な く 、 各 種 橋 梁 に 広 く 利 用

す る こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 １ ０ 　 ： 鋼 床 版

　 １ １ 　 ： 鋼 板

　 １ ２ 　 ： 工 場 施 工 舗 装

　 １ ３ 　 ： 現 場 施 工 舗 装

　 ２ ０ 　 ： 縦 リ ブ

　 ２ １ 　 ： 平 板

　 ２ １ ａ ： 平 板 上 端 面

　 ２ １ ｂ ： 平 板 下 端 面

　 ２ １ ｓ ： 平 板 側 面
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　 ２ １ ｔ ： 平 板 側 面

　 ３ ０ 　 ： 横 リ ブ

　 ３ １ 　 ： 横 リ ブ ウ ェ ブ

　 ３ １ ａ ： 横 リ ブ 上 端 面

　 ３ １ ｂ ： 横 リ ブ 下 端

　 ３ ２ 　 ： 横 リ ブ 下 フ ラ ン ジ

　 ３ ３ 　 ： ス リ ッ ト

　 ３ ３ ａ ： ス リ ッ ト 上 端

　 ３ ３ ｂ ： ス リ ッ ト 下 端 縁

　 ３ ３ ｓ ： ス リ ッ ト 側 縁

　 ３ ３ ｔ ： ス リ ッ ト 側 縁

　 ３ ４ ｓ ： Ｃ 面 取 り

　 ３ ４ ｔ ： Ｃ 面 取 り

　 ４ ０ 　 ： 主 桁

　 ４ １ 　 ： 主 桁 ウ ェ ブ

　 ４ ２ ａ ： 主 桁 上 フ ラ ン ジ

　 ４ ２ ｂ ： 主 桁 下 フ ラ ン ジ

　 ４ ３ 　 ： 主 桁 ス テ ィ フ ナ ー

　 ５ ０ 　 ： 鋼 床 版 支 持 材

　 ５ １ 　 ： 支 持 材 ウ ェ ブ

　 ５ ２ ａ ： 支 持 材 上 フ ラ ン ジ

　 ５ ２ ｂ ： 支 持 材 下 フ ラ ン ジ

　 ５ ３ 　 ： 支 持 材 ス テ ィ フ ナ ー

　 ６ ０ 　 ： ス プ リ ッ ト ・ テ ィ ー

　 ６ １ 　 ： ス プ ラ イ ス プ レ ー ト

　 ７ ４ 　 ： ス プ ラ イ ス プ レ ー ト

　 ７ ５ 　 ： ス プ ラ イ ス プ レ ー ト

　 ８ ０ 　 ： ボ ル ト ／ ナ ッ ト

　 ９ ０ 　 ： 比 較 横 リ ブ

　 ９ １ 　 ： 比 較 ウ ェ ブ

　 ９ １ ａ ： 比 較 上 端 面

　 ９ １ ｂ ： 比 較 下 端

　 ９ ２ 　 ： 比 較 下 フ ラ ン ジ

　 ９ ３ 　 ： 比 較 ス リ ッ ト

　 ９ ３ ａ ： 比 較 ス リ ッ ト 上 端

　 ９ ３ ｂ ： 比 較 ス リ ッ ト 下 端 縁

　 ９ ３ ｓ ： 比 較 ス リ ッ ト 側 縁

　 ９ ３ ｔ ： 比 較 ス リ ッ ト 側 縁

　 ９ ４ ｓ ： 比 較 Ｃ 面 取 り

　 ９ ５ 　 ： 比 較 ス カ ラ ッ プ

１ ０ ０ 　 ： 鋼 床 版 イ ン ス タ ン ト 橋

２ ０ ０ 　 ： 鋼 床 版 パ ネ ル

３ ０ ０ 　 ： 試 験 材

９ ０ ０ 　 ： 比 較 材

Ｗ ２ １ 　 ： 溶 接 線

Ｗ ３ １ 　 ： 溶 接 線

Ｗ ２ ３ 　 ： 溶 接 線

Ｗ ９ １ 　 ： 溶 接 線

Ｗ ９ ３ 　 ： 溶 接 線
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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